
 art space co-jin   

    アクセス　JR京都駅から市バス（4・17・205系統）、阪急河
原町駅から市バス（3・4・17・205系統）、三条京阪から市バス
（37・59系統）にて「荒神口」停下車徒歩1分、京阪神宮丸太町
駅より徒歩12分　
※京都府立文化芸術会館会場から南へ徒歩1分
お車でお越しの場合、駐車場はございません。近隣の有料パーキングをご利用
ください。

 京都府立文化芸術会館   京都市上京区河原町通広小路下ル東桜町1

    アクセス　JR京都駅から市バス（4・17・205系統）、阪急
河原町駅から市バス（3・4・17・205系統）、三条京阪から
市バス（37・59系統）にて「府立医大病院前」停下車すぐ、
京阪神宮丸太町駅・出町柳駅から徒歩12 分
※art space co-jin 会場から北へ徒歩1分
お車でお越しの場合は、河原町通の広小路交差点の南西、西へ20mのとこ
ろに有料駐車場がございます。　

イ
オ
ン
モ
ー
ル

　
　
京
都
桂
川

地
下
鉄
烏
丸
線

名神高
速道路

阪
神
高
速
道
路

京
都
南
IC

近
鉄
京
都
線

東海
道本
線

阪急
京都
線

桂 

川
鴨 

川

桂

上
桂

向
日
町

竹
田

京都

洛
西
口

桂
川

1

1

162

171

201

171

9

9

 お問い合わせ

art space co-jin （きょうと障害者文化芸術推進機構 事務局）
〒602-0853 
京都市上京区河原町通荒神口上ル宮垣町83 レ･フレール 1階
Tel & Fax  050-1110-7655　
Mail  info@co-jin.jp　URL  http://co-jin.jp/

展示協力：〈イオンモール京都桂川会場〉 アトリエとも、一般財団法人 川越病
院、株式会社ダブディビ・デザイン、株式会社ぬか、株式会社フェリシモ、京都
市ふしみ学園 アトリエやっほぅ !!、社会福祉法人 しがらき会 信楽青年寮、社
会福祉法人 日本ヘレンケラー財団 ぶるうむ此花、社会福祉法人 ふたかみ福
祉会 はびきの園、特定非営利活動法人 希望の園、柊 伸江、ブルーミング中西
株式会社、みっくすさいだー、アートSKY塾　〈京都府立文化芸術会館会場〉 
青森県立郷土館、坂本小九郎、八戸市新美術館建設推進室　〈art space 
co-jin会場〉 クラフト工房LaMano、公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 横
浜市民ギャラリーあざみ野、社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 神戸光生園
（50音順・敬称略）　参考出展：枝松直子、長村良彦、山出高平（50音順・敬称略）
会場構成（イオンモール京都桂川会場）：dot architects　
デザイン：UMMM　印刷：サンエムカラー
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 イオンモール京都桂川　京都市南区久世高田町376番1

    アクセス　JR桂川駅直結、または阪急洛西口駅から徒歩5分
お車でお越しの場合は駐車場がございます。
料金等はイオンモール京都桂川webサイトでご確認ください。
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2018年 2/2 （金）～2/4（日） 

2018年1/30（火）～2/4（日）

2018年1/30 （火）～3/18（日）

会場：イオンモール京都桂川

会場：京都府立文化芸術会館

会場： art space co-jin

Exhibition1

Exhibition2

Exhibition3
「ぼくはふたりいるんだ　　
　　　　　  ～平野智之平野智之展～」

「虹の上をとぶ船　　
　　　 ～八戸から届く版画の世界・
　　　　　　　　 坂本小九郎とこどもたち～」

「Hello World」

Dabudivi Design 
+ Mixsider

主催：きょうと障害者文化芸術推進機構
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文化芸術を媒介として共生社会の実
現をめざす、共生の芸術祭。今年度
は、多様な表現や環境から生み出さ
れる作品との “出会い”に焦点を当て、
テーマを「Hello World」としました。
私たちが今まで見てきた世界を新しく
捉え直し、受け入れ、そして共に生き
るきっかけとなれば幸いです。会場も
3カ所に広げ、スケールアップして開
催します。ぜひお気軽に足をお運び
ください。

「とだのま IN 京都」
会場：イオンモール京都桂川 竹の広場
日時：2018年2月2日（金） 
　　   12:00-16:00（休憩あり） 
料金：1枚 200円
※先着順、70枚程度（なくなり次第終了させていただきます）

「とだのま」とは、戸田雅夫（戸田さん）が営む「とだみく
じ（おみくじ）」のお店。些細だけれどすこしおかしい、
優しくて時に鋭い戸田さんの言葉。「とだみくじ」 あな
たも一枚ひいてみませんか?

「作って遊ぼう コロコロひろば」
　　     みずのてつおワークショップ
会場：イオンモール京都桂川 竹の広場
日時：2018年2月3日（土）
　　   11:00-16:00
料金：無料（随時参加可）

身近なものを使って転がるものを作ろう。コロコロ転
がして、速さや距離を競ったり、転がる表情の面白さを
遊んだり、転がる跡が絵のようになったりと、いろいろ
工夫してどんなものができるのか作って遊ぼう。
講師：みずのてつお　協力：アートSKY塾

「虹の上をとぶ船 ギャラリートーク」
会場：京都府立文化芸術会館 1階展示室
日時：1月30日（火） 14:00-
　　   2月4日（日） 11:00-
料金：無料
art space co-jinのスタッフが見どころや魅力をご紹
介いたします。

「平野智之平野智之サイン会」
会場：art space co-jin
日時：2月10日（土）
　　   14:00-（1時間程度）
料金：無料

平野智之（東京）と平野智之（兵庫）によるサイン会を
開催いたします。当日会場にて配布する限定ポスト
カードに、二人の平野智之のサインを書いてもらえる貴
重な機会です。ぜひお越しください。

虹の上をとぶ船
　　　　～八戸から届く版画の世界・
　　　　　　坂本小九郎とこどもたち～
　　
昭和31年から20年以上にわたり、青森県八戸市の
中学校において、教諭の坂本小九郎氏の指導のも
と、各校のこどもたちが制作した版画の数々をご紹
介します。

坂本氏がはじめに赴任したのは鮫という漁港町の中
学校。駅に降り立つと磯と魚の匂いが強く立ち込め
たといいます。氏は、この港町の活気と自然豊かな
地域に版画の題材を求め、こどもたちにスケッチブッ
クと鉛筆と持たせて町を歩き、自分たちの身近にあ
るものを “取材”するよう指導します。こどもたちは
自分たちの目で見たものを描きとめ、感じたことを話
し合い、「彫る」「刷る」などの過程を経て出来上が
る版画という表現に夢中になりました。氏の指導は
版画にとどまらず、読書会を開くことで、イメージか
ら知識を深めることを促し、学期末には文集にまとめ
ました。

このような一連の取り組みから、地域や暮らしを見
つめる目、自然や自己と対峙する力、共同制作によ
る仲間との語らい、願いや希望を表現に託すことの
意義や喜びなど、多くのことを、こどもたちは学んだ
のです。

坂本氏は、八戸市内の中学校を５か所転任していま
す。赴任先では前任の学校で制作された「版画」を
持って指導にあたりました。日本版画協会会長大田
耕士氏（1909-1998）の提唱する「版画は風のなか
を飛ぶ種子」という言葉通り、こどもたちが捉えたイ
メージが次の学校に引き継がれ、大きく膨らんでいく
ことになります。

これらの取り組みや作品群は、教育関係者のみなら
ず各方面から高い評価を受け、注目を集めました。
なかでも4校目の赴任先となる湊中学校の養護学級
のこどもたちによる共同制作「虹の上をとぶ船」シリー
ズは、宮崎駿監督の映画「魔女の宅急便」に作品の
一部が登場し、広く知られるきっかけになりました。

本展では、初期作品やドライポイント、その後「船」を
テーマに制作された作品が、次の赴任校にも引き継
がれてゆく軌跡を、順を追って紹介します。さらに、
集大成となる共同制作「虹の上をとぶ船」の総集編8
作品と、幅4メートルの大作である同作の完結編まで
を一堂に展示します。西日本では初披露となる、49
点の壮大なイメージの物語―こどもたちの版画から
見える地域の歴史や暮らし、願いや希望が、一人の
教師によって引き継がれ結実するまで―を、どうぞ存
分にご鑑賞ください。

ぼくはふたりいるんだ
　　　　　　　    　 ～平野智之平野智之展～
東京と神戸の離れた地を拠点とするふたりの作家は、
偶然にも同姓同名。本展のタイトルになっている「ぼく
はふたりいるんだ」は、企画を持ちかけたときに東京
の平野智之さんの口からふと発せられた言葉でした。

平野智之（クラフト工房La Mano/東京）はポップで
奥行きのある構図を特徴とした連作絵画「美保さん」
シリーズ、平野智之(神戸光生園 /兵庫 )はオリジナル
ストーリーによる漫画や多彩なイラストを発表。それ
ぞれ過去の「共生の芸術祭」にも出展され話題となり
ました。今年度の新たな試みとして実現した二人
展。これまではお互いの存在を知らずに続けてきた
創作活動がその延長線上で交差します。

ふたりの平野智之は、不思議とどこかでつながり合っ
ているようなストーリー性のある作品を描き出しま
す。それらの絵は一見するとシンプルでありながら、
ライン一本までも絶妙に描かれているのが分かりま
す。大胆な構図に目を奪われたり、絵に添えられる
ひと言のメッセージを心に留めたりするうち、描き手
の生き生きとした感性が伝わってきます。 この会場で
めぐり会ったふたりの共通点も探しながら、それぞれ
の独創的で夢のある世界をお楽しみください。

平田猛

1936-
京都（一般財団法人 川越病院）

毎日、ベッドの上でスケッチブックに絵を描き続け
る平田猛。そこには内臓と思わしき丸で構成され
た人体から始まり、さまざまなモチーフが描かれて
います。注意深く見てみると、どうやらテレビや新
聞などのメディアから仕入れた情報も混ざっている
ようです。
大量のスケッチブックに収められた膨大なドローイ
ングは、自らの外側に溢れている情報や自身の記
憶によって人体の内部をうかがい知ろうとでもして
いるのでしょうか。人体に描かれた線や図形は、頻
繁に登場する「ヒモ（紐）」や「プタ（彼は豚をプタ
と書く）」の延長にあるものかもしれません。私た
ちは自分の体でありながら、その内部を見ることは
できません。見ること、知ることのできないが故に
生まれる興味がこのドローイングを生み出したので
はないでしょうか。
本展示では施設の協力により、実際に手にとってス
ケッチブックをめくることのできる貴重な展示を実
現しました。ぜひこの機会に平田猛の目に映る世
界を体験してください。

八島孝一

1963-
大阪（社会福祉法人 日本ヘレンケラー財団 ぶるうむ此花）

八島孝一の作品は、施設に通う途中の道端に落ちて
いるいろいろな物を拾い集めることから始まりま
す。そのほとんどが手のひらに乗るほど小さく、そ
れらをセロハンテープでくっつけることによって小さ
な立体、「宇宙船」や「テープレコーダー」が制作さ
れます。そのように名付けられたタイトルと立体を
つなぎ合わせてみると、その中に広がる豊かな世界
を想像せずにはいられません。
拾い集めた物に対する八島の愛は、それを見つめる
うっとりとした眼差しや物を愛でる手つきから感じと
ることができます。八島は私たちが見落として、ある
いは落としてしまった物を拾い、愛でることによって、
その立体の中に愛に満ちた小さな物語を作り出します。
立体の制作は2000年頃より行われなくなりました
が、物を集める行為は続いています。本展では施設
や家族の方によって保管されていた数点の作品を展
示するとともに彼が現在も日常的に続けている収集
という行為に焦点を当て、創作の原点に迫っていき
ます。

「テープレコーダー」  
制作年不明
カセットテープケース、金具類、水風船、ボールペンの筒、セロハ
ンテープ
110×105×144mm

「無題」
制作年不明 | 和紙に色鉛筆
150×105mm

「ちいさなものたち」
制作年不明 | イラストボード、水彩絵具、色鉛筆
362×515mm

「流血雄也」
2013 | キャンバスに油彩
1303×1620mm

「とだみくじ」
2017

イラスト | 制作年不明 | 紙に鉛筆
バッグ | みっくすさいだー | 原画：中村清剛

協力：株式会社フェリシモ、ブルーミング中西株式会社
参考出展：枝松直子、長村良彦、山出高平

「美保さんシリーズパート4」
2011 | 紙、色鉛筆、鉛筆
247×349mm

「鉄人仮面」50p
制作年不明 | 紙にペン、色鉛筆
257×182mm

村田清司

1936-2015
滋賀（社会福祉法人 しがらき会 信楽青年寮）

村田清司の描く絵は、小さな宝石のよう。彼の作品
を物語として構成した絵本が「世界で最も美しい絵
本（※）」に選出されるなど国際的にも高く評価され
ています。
作品の特徴として挙げられるのが「小ささ」「和紙」
という要素です。はがきサイズの小さな和紙にカラ
フルな色が塗り分けられ、よく見るとその中に笑顔が
描かれているのが分かります。その小ささゆえに
「絵」を見るというよりは、小さな「物」を見ている感
覚に近く、また端の整っていない和紙の物質的な側
面も目立ってきます。その二つの効果により、絵画で
ありながらも、色彩を纏った小さな立体を見つめる
ように私たちは感じてしまうのかもしれません。そし
て絵の中の笑った顔は、私たちを不思議な幸福感で
満たしてくれるのです。
本展ではこれらの小さな絵を含め、初期から晩年ま
での作品を一堂に集めて展示します。施設の方々の
協力によって実現したこの機会、村田作品がもつ美
しさに触れてみてください。
※ドイツ「世界で最も美しい絵本」佳作受賞の絵本
『きみのこころのあじがする』  え：村田清司、  ことば：田島征三
偕成社 1991年

濱中徹

1948-
京都

ちいさく、ささやかで、やさしい世界の中へ迷い込ん
だような気分になるファンタジックな作品群。ある
絵には鉱石でできたラジオに耳を傾ける植物、ある
絵には機械式時計の虫が飛び、またある絵にはオリ
ジナル機能をもつカメラが描かれ、一枚一枚の絵の
中でさまざまな物語が展開されます。
余白が充分にとられた構図、淡い色彩の美しさ、何よ
り驚くのは彼の描く線が定規を使わず筆によってフ
リーハンドで生み出されていることです。また、繊
細な観察力も独自の世界を形成しています。
彼自身が「道端で立ち止まって、いろんなものを観
察するのが好き。12月でも、探せば3つは春の花が
見つかる。」と語るように、あえて道の途中で立ち止
まり、いつのまにか既知のものとして認識してしまい
がちなこの世界を注意深く観察することから彼の描
く絵は生まれています。
彼が道端でふと立ち止まるように、絵の前に佇み、濱
中徹の見るささやかな世界を感じてみてください。

川上建次

1953-
三重（特定非営利活動法人 希望の園）

荒々しいタッチの、ぎょろっと見開かれた目。大きい
ものでは100号の油彩を描き出す川上建次の制作拠
点は三重県松阪にある施設「希望の園」。地元では
「画伯」の呼び名で親しまれ、海外での評価も高い作
家です。
川上作品の特徴である呆然と見開かれた目は、その
目の先に何かを読み解こうとする者をすぐさま飲み込
んでしまうようであり、私たちはその絵の人物のように
呆然と絵の前に立ち尽くしてしまう感覚さえ覚えます。
しかし、描かれているのは川上の親しい人たちとの出
来事やそこから生まれた物語。「流血雄也」は友人の
雄也くんがブッチャーと試合をして頭から血を流して
いるところを描いたもの。血が飛び出し、画面は真っ
赤に染まっていますが、恐ろしさというより、どこかコ
ミカルな雰囲気さえ漂っています。他の作品にもそ
れぞれ絵の元となる出来事があり、絵と物語が不思
議なバランスで共存することで、川上の作品は絵画と
して強い強度を保っています。

戸田雅夫

1958-
岡山（生活介護事業所 ぬかつくるとこ）

岡山にある生活介護事業所「ぬかつくるとこ」に通う
戸田雅夫は、施設のスタッフとともにさまざまな試み
を行っています。本展初日に開催する「とだのま※」
もその一つ、彼が営むお店で「とだみくじ」を引くこ
とができる体験イベントです。
この「とだみくじ」は、神社などで吉凶を占うおみくじ
とは趣向の違うもので、そこには些細だけれど少し
おかしい、優しくて時に鋭い、戸田の何気ないひと言
が書かれています。
しかし、「言葉をもらう」とは不思議な出来事です。
「とだのま」で貰うことのできる言葉は手紙のように、
特定の誰かに向けて書かれたものではありません。
戸田がふと思った言葉が、運命のように、あなたのた
めの言葉となり、あなたのもとへ届くのです。そこに
神様はいませんが、それに代わるものを感じてしまう
ような、不思議な感覚に陥るのではないでしょうか。
本展ではこの体験イベントの他にも、彼のユーモア
溢れる鋭い言葉の数々を展示します。
※）「とだのま」は2/2（金）限りです。3（土）・4（日）はその
様子を記録映像として展示します。
イベントの詳細については「EVENT」の項目をご覧ください。

中村清剛

1986-
兵庫

さまざまな生き物を描いて切り抜く、中村清剛。裏に
書かれているのはその鳴き声です。
絵の生き物を見て、どんな鳴き声を想像するでしょう
か。例えば、それが私たちの知る「猫」ならば、容易
に「ニャー」と想像することができますが、それが中
村の考えたオリジナルの生き物「タイラコルミルス
オーブサーベル」ならどんな鳴き声を想像するでしょ
うか。その時、私たちは初めての生き物に出会った時
に近い感覚を覚えるかもしれません。

ダブディビ・デザイン
         ＋みっくすさいだー
柊伸江が運営する株式会社ダブディビ・デザインは、
福祉（Welfare）とビジネス（Business）をデザイン
（Design）でつなぐというコンセプトのもと、障害者
アートを原画としたオリジナル商品やコラボレーショ
ン商品の企画、製造、販売を行っている会社です。
自社ブランド「ダブディビ・デザイン」と、本展に出
展している中村清剛も参加した「みっくすさいだー」
のグッズ紹介と、併せてこれまでの製品づくりに採用
されてきた原画作品の数々を展示します。

平野智之
1987-
東京（クラフト工房 LaMano）

代表作である「美保さん」シリーズは、所属施設の
元職員をモデルとして現実と空想が入り交じる物語
の世界を描いた、連作絵画作品。今回本展に出展
する新作では、京都や神戸が舞台として登場。露天
風呂に入ったり、巨大化したり、いつも穏やかだった
美保さんが珍しく機嫌を悪くする場面も見られる。
“ヒラトモさん”の愛称で親しまれる。2011年「ポコラート全国
公募展vol.2」で中村政人賞を 受賞して以降、広島・京都・神
奈川・青森・秋田・高知・滋賀・岐阜からフランスまで国内
外に作品を 発表し、注目を集める。「共生の芸術祭」へは平成
26年度出展。

平野智之  
1979-
兵庫（社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 神戸光生園）

漫画のコマ割りからべた塗りまで、シャープペンシ
ルと油性ペンと定規を用いて描かれ、難解なセリフ
も独特の味わいを醸し出す。ロゴ制作も得意とし、
作品の表紙などに使用されている。本展では製本
も手掛けた自作シリーズ漫画やアニメ・特撮ヒー
ローを思わせるデザイン画の数々に加え、プラモデ
ル箱なども出展。
小学生の頃から宇宙一の漫画家を志す。描き続けた作品はす
べて独学によるもので、大量のスケッチから生み出されてい
る。2015年「ハートでアートこうべ2015」に入選、2017年には
第12回兵庫県障害者芸術・文化祭「美術工芸作品公募展」受
賞。「共生の芸術祭」へは平成27年度出展。

1  木版画集「海の物語」表紙
1958｜八戸市立鮫中学校生徒｜八戸市新美術館建設推進室所蔵
2  『うみねこ』「ひなと親鳥」
八戸市立鮫中学校OBはまなすの会｜八戸市新美術館建設推進
室所蔵
3  『船の一生12』「月と船と島」
1972｜八戸市立湊中学校養護学級生徒｜八戸市新美術館建設推
進室所蔵
4  『虹の上をとぶ船　総集編Ⅱ』「星空をペガサスと牛が飛んでいく」 
1976｜八戸市立湊中学校養護学級生徒共同制作｜八戸市新美術
館建設推進室所蔵
５  資料展示として、坂本氏からお借りした文集や書籍も並びま
すので併せて閲覧ください。

「題名なし」  
2017 | 紙に色鉛筆
247×349mm
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 　　 Hello World
会期：2018年 2/2（金）–2/4（日）
時間：10:00 –21:00（※最終日2月4日（日）は19:00まで）

会場：イオンモール京都桂川「竹の広場」

「Hello World」をテーマに、私たちの見ているこの世
界の認識を新しくしてくれるような作家の展覧会を開
催します。日々繰り返し描かれる大量のドローイン
グ、道端に落ちているものを集めて作られる小さなオブ
ジェ、言葉の綴られた自作のおみくじを用いたパフォー
マンスなどの作品を通じて、私たちがこの世界と出会っ
た時の感覚を思い出させてくれるような多様な表現を紹
介します。　

　　  虹の上をとぶ船  
　　　　　   ～八戸から届く版画の世界・
　　　　　　　　　　　　　　　坂本小九郎とこどもたち～」

会期：2018年 1/30（火）–2/4（日）
時間：10:00 –18:00（※最終日2月4日（日）は16:00まで） 

会場：京都府立文化芸術会館  1階展示室

昭和31年から20年以上にわたり、八戸の教育現場で中
学校教諭の坂本小九郎氏と当時の生徒たちによって生
み出された版画の数々。こどもたちは、地域や暮らしを
見つめる目、自然や自己と対峙する力、共同制作による
仲間との語らい、願いや希望を表現に託す、といった多
くのことを版画を通して学びました。これらの作品は各
方面で高い評価を受け、宮崎駿監督の映画「魔女の宅急
便」に作品の一部が登場したことでも知られています。
本展では初期作品から、集大成となる「虹の上をとぶ船」
の総集編と、幅4メートルの大作である完結編までを一
堂に展示。壮大なイメージの物語が並びます。

　　  ぼくはふたりいるんだ  
　　　　　　　          　　   ～平野智之平野智之展～

会期：2018年 1/30（火）– 3 /18（日）
時間：10:00 –18:00（月曜定休）

会場：art space co-jin 

連作絵画「美保さんシリーズ」で知られる平野智之、独
特の世界観で漫画とイラストを描く平野智之。それぞ
れ過去の「共生の芸術祭」でも話題となった2作家によ
る“ふたり展”を開催します。偶然にも同姓同名となった
二人の作家の感性が交差する、新しい試みの展示をお
楽しみください。

EXHIBITION Exhibition 2

Exhibition1

Exhibition 1
AEON MALL KYOTO KATSURAGAWA

「チェリスト」
2015 | クレヨン、紙、アクリル絵具
545×789mm

国保幸宏

1974-
京都（京都市ふしみ学園 アトリエやっほぅ！！）

「チェリスト」は、チェロ奏者の揺れを大胆な構図で描
いた作品です。何重にも描かれているチェリストは、
その演奏を長時間写しだしたような時間性を内包し
ています。また、大きく伸びやかなタッチからは、彼
がこの絵を描くときに、チェリストのような動きをし
ていたのではないかと想像するに難くありません。
そしてこの絵には、目に見えないもう一つの時間性を
持っています。それは国保作品の特徴である、クレ
ヨンを何層にも重ねて描くというスタイルによるもの
です。彼の絵を手にすると一枚の紙とは思えないほ
どのずっしりとした重さがあり、彼が絵を描くという
行為に費やした時間の堆積を考えずにはいられない
のです。
目に映るのはその表面にのる色彩だけかもしれませ
んが、そこには時間をかけて描かれた見えざる色彩
が地層のように眠っています。私たちの目はそれを
捉えることはできませんが、鈍く光る色彩の下に膨大
な時間を想像することができます。
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art space co-jin
Exhibition 3

Kyoto Prefectural center for Arts & Culture
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Exhibition3

Exhibition 1

【共同制作「虹の上をとぶ船」作品解説】
 
“子どもの描く絵は、どのような絵であろうとかならず意味が
ある”。どんなに些細でつたない表現も、坂本氏は一つ一つ
丁寧にすくいあげ、それが何を表しているのか聞き取りまし
た。一人から生まれたモチーフをみんなで共有することもあ
りました。やがて大きな版面が無数の表現で埋め尽くされ、
「ちょんちょん彫り」の積み重ねによって、壮大なイメージが
現れます。それは養護学級のこどもたちに、自信と誇り、そ
して互いを認める気持ちが生まれた瞬間でもありました。
 「私の絵がこの版画の中になかったら、さびしくなってしまう。
あの人のかいたイカも、それにサソリも…」（文集「みなと」より）

Exhibition 2 Exhibition 3

Exhibition1

Exhibition2

Exhibition3


